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スタンダード市場上場維持基準への適合に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年 12 月 24 日に、スタンダード市場の上場維持基準の適合に向けた計画を提出し、その内容

について開示しております。また、2023 年 6 月 30 日に「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状

況について」において、その進捗状況について開示しております。 

この度、株式会社東京証券取引所より「上場維持基準（分布基準）への適合状況について」を受領し、当

社の判定基準日である 2024 年 3 月末時点で、スタンダード市場のすべての上場維持基準に適合していること

を確認しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当社の上場維持基準への適合状況の推移及び計画期間 

当社の 2024 年 3 月末時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況はその推移を含め、下表

のとおりとなっております。2023 年 3 月末時点においては、流通株式時価総額については基準を充たしてお

りませんでしたが、その後、適合計画書に基づく取組みの結果、流通株式時価総額についても算定基準日で

ある 2024 年 3 月 31 日時点において基準を充たし、上場維持基準のすべての項目について基準に適合いたし

ました。 

  株主数 

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式時価 

総額（億円） 

流通株式比率 

（％） 

当社の適合状況

及びその推移 

2021 年 6 月末時点 

（移行基準日） 
2,112  8,929     9.2      34.7 

2023 年 3 月末時点 3,422  82,645     9.3      52.6 

2024 年 3 月末時点 3,177  82,281     32.6      51.3 

上場維持基準 400  2,000     10.0 25.0 

2024 年 3 月末時点の適合状況 適合 適合 適合 適合 

※当社の適合状況は、株式会社東京証券取引所が基準日時点で把握している当社提出の「株券等の分布状況

等」をもとに判定を行ったものです。 



２．上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況及び評価（2021 年 12 月 24 日以降） 

当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資する施策を迅速・果断に推進することが、スタン

ダード市場の上場維持基準を充足することに繋がるものと考えております。 

また、株価上昇のためには、短期的な業績のみならず、持続的な成長によって「企業価値向上」を実現

し、株式市場で適切に評価されることが不可欠であると認識しております。 

各業務プロセスの抜本的な改革を進める中で、外注費の見直しや内製化、ペーパーレス化等のコスト管理

による経費削減を目指し、一定の効果が得られた結果、売上総利益率及び営業利益率は上昇しております。 

お墓事業においては、従来顧客からの紹介、紹介サイトとの連携、広告の刷新、商品パッケージ化等に取

組むことにより自社販売体制を強化しつつ、法人提携先の増加を図り、業務提携を通じた顧客へのアプロー

チを強化しております。 

主力霊園の一部は好評のうちにほぼ完売しましたが、国産墓石のご提案や、境内墓地を含めた様々霊園を

ご紹介できる体制を整え、お墓相談サロンを開設する等、多様化するニーズに対応してまいります。 

葬祭事業においては、お客様の多様なニーズに応えるため、ご家族のみのお見送りから一定規模の葬儀ま

でオーダーメイドの葬儀プランを提供し、会員制度の再構築等、自社販売体制を強化しつつ、他社との連携

による総合シニアライフサポート事業を展開しております。 

更に当社では、葬儀における低下価格競争からの脱却を図り、お客様に寄り添い、丁寧に葬家のご要望を

お尋ねし、荘厳で格調高い「本堂葬儀」のご提案を含め、それぞれの形での心のこもった葬儀施行を目指し

ております。 

当社は、企業価値向上へ向け、更なる事業展開に向けた基盤の形成を着実に行っており、その結果、当初

の計画期間より前倒しで上場維持基準の適合に至ったものと評価しております。 

 

３．今後の課題と取組内容 

当社は、「流通株式時価総額」の基準適合に向けて各種施策を実施した効果もあり、2024 年 3 月 31 日時点

における「流通株式時価総額」を充たすことができましたが、今後も安定して上場維持基準を充たすことが

できるよう、中期経営計画に基づき、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に繋がる施策を実施してま

いります。 

以 上 


